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（注意事項）
本資料に記載されている当社の予想、⾒通し、⽬標、計画、戦略等の将来に関する記述は、本資料作成の時点で当社が合理的であると

判断する情報に基づき、⼀定の前提（仮定）を⽤いており、種々の要因により、実際の業績はこれらの予想・⽬標等と⼤きく異なる可能
性があります。本資料は、当社の事業戦略の説明資料であり、投資勧誘を⽬的として作成されたものではありません。

本⽇のアジェンダ

１．2015年4⽉期 連結業績

２ 2015年4⽉期 セグメント別業績２．2015年4⽉期 セグメント別業績

３．2016年4⽉期 業績予想
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2015年4⽉期 連結業績サマリ
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2015年4⽉期 通期連結業績トピックス

モバイル事業とFS社のアドテクノロジー事業の継続的成⻑により、前期
⽐売上⾼103.9％を達成

MVNO Pack、VDC及びマンションインターネットの売上増加に伴う収益

⽐売上⾼103.9％を達成

は継続的に拡⼤

CCCとの資本・業務提携により、freebit mobileを両グループの合弁会
社に移管。CCCグループとの協業により、来期以降の⾶躍的なユーザー数
拡⼤基盤を構築

freebit mobile フランチャイズマスタープログラムのCCCグループへの

拡⼤基盤を構築

freebit mobile フランチャイズマスタ プログラムのCCCグル プへの
譲渡収益400百万円を売上ではなく特別利益に計上したことにより、営業
利益、経常利益は計画未達となるも、当期純利益は⼤幅に増加

CCCとの資本提携(約30億円増資）により、ネットキャッシュは⼤幅増
加。⾃⼰資本⽐率50.9％（前期末 36.1％）、純資産額は100億円に到達
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通期業績予想と実績の差異について

売上⾼ 営業利益 経常利益 当期純利益 ⼀株当たり

（単位:百万円）

売上⾼ 営業利益 経常利益 当期純利益 株当たり
当期純利益

前回予想 23 000 1 500 1 350 600 30円70銭前回予想 23,000 1,500 1,350 600 30円70銭

通期連結実績 21 469 1 244 982 1 025 51円40銭通期連結実績 21,469 1,244 982 1,025 51円40銭

増減額 △1,530 △255 △367 425 -,

増減率 △6.7% △17.0% △27.2% 71.0% -

前期連結実績
(参考） 20,665 1,320 1,219 235 12円06銭(
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通期業績予想と実績の差異内訳イメージ通期業績予想と実績の差異内訳イメ ジ
（単位:百万円）

fbmのビジネス転換
業績予想23,000

CCCとの提携により、提携後の事業
展開に備え、活動計画をスライドし
たことによるもの

fbmのビジネス転換

マスターライセンス

1,248

400
取引想定と会計⽅針との相違によ
り、売上ではなく特別利益に計上し

ビ 転換

400
たことによる差異

マスターライセンス

fbmのビジネス転換

21,456 21,456
400

160
業績予想1,500

1,244

400

1,244

売上⾼ 営業利益
実績 当初想定 実績 当初想定
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売上⾼ 営業利益

2015年4⽉期 通期連結業績
（単位:百万円）

14/04期
通期実績

15/04期
通期実績 前期⽐ サマリ

売上⾼ 20,665 21,469 +3.9% モバイル事業及びFSのアドテクノロジー事業の継
続的成⻑により増収

•営業利益が76百万円減少

EBITDA 2,386 2,227 △6.6%
営業利益が76百万円減少

•のれん償却額減少とリース債務返済による⽀出増
加により減少

•中期経営計画での戦略的投資分を除くと、対前年
同期⽐13.6%増

営業利益 1,320 1,244 △5.8%
•MVNO Pack、VDC及び⼦会社ギガプライズのマ
ンションインターネットの売上増加に伴う収益は
継続的に拡⼤営業利益 1,320 1,244 5.8%

•中期経営計画での戦略的投資分を除くと、対前年
同期⽐30.8%増

経常利益 1 219 982 △19 5% 営経常利益 1,219 982 △19.5% 営業利益減少等により減

当期純利益 235 1,025 ＋335.1%
フリービットクラウドとDTIの合併による繰延税⾦
資産の計上及びFCマスタープログラムの譲渡によ当期純利益 235 1,025 ＋335.1% 資産の計上及びFCマスタ プログラムの譲渡によ
り⼤幅超過

⼀株当たり
純利益 12円06銭 51円40銭 【+39円34銭】純利益
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前期⽐差異分析-売上⾼
(単位:百万円)モバイル事業(MVNO (単位 百万円)モバイル事業(MVNO 

Pack/SIM販売
/freebit mobile)、
クラウド事業の成⻑

モバイルサービスにお
ける代理店モデルから
の戦略転換による減

GP 等マンション
インターネット増

ビ

＋491

の戦略転換による減

BI EC事業縮⼩
による減

IPビジネスフォン
等のレガシー
サービス減等

20,665

△101＋909
＋1,073

＋491
21,469

△792
△314 △462

固定網減
FSグループ

広告売上増加

固定網減
FB、DTI

重点事業のモバイル アドテクノ ジ 及びマンシ ンインタ ネ トは堅調に推移

14/04期 通期 15/04期 通期

重点事業のモバイル、アドテクノロジー及びマンションインターネットは堅調に推移
固定網とBIの撤退事業及びレガシーサービスの終了による減少分をカバーして前期を上回る
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前期⽐差異分析-営業利益
(単位:百万円)

BI EC事業撤退に伴う収益
改善及びDTI営業権償却

終了による損失減等

モバイルサービ
スにおける代理
販売モデルから
の戦略転換によその他

(単位 百万円)

+135 △142
+5

GP等のマンション
インターネットの
拡⼤による利益増

の戦略転換によ
る利益減 中期経営計画での

戦略的投資
(freebit mobile含む)

1,726
△482+314

+254
+105 +135 △142

△265

固定網のNW FB/DTIの固定網1,320 1,244
+314 固定網のNW

コスト削減効果
FB/DTIの固定網
減少による利益減

モバイルの成⻑によ
る利益増

モバイルの増加及びマンシ ンインタ ネ トの拡⼤ 固定網のNWコスト削減効果が

14/04期 通期 15/04期 通期

モバイルの増加及びマンションインターネットの拡⼤、固定網のNWコスト削減効果が
あったものの中期計画達成に向けた戦略的投資により、前期⽐5.8%減
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前期⽐差異分析-経常利益
（単位:百万円）

営業利益差異

1,219

営業利益差異
CCCとの資本提携
及び新株発⾏に

伴う費⽤
△76

△39

+14
△76 その他

982
△39

△60投資有価証券
評価益計上 持分法による持分法による

投資損失増加

14/04期 通期 15/04期 通期
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前期⽐差異分析-当期純利益
（単位:百万円）少数株主利益

の増加

1,025
△132FSの新株予約権⾏使等

に伴う持分変動利益

その他+400
1,025

法⼈税等及び
法⼈税等調整額

に伴う持分変動利益
△３

+313

法⼈税等調整額
+79

フランチャイズ
マスタ ライセンス

経常利益差異
前期過年度決算
訂正費⽤計上
による差異

マスターライセンス
プログラムの譲渡に
伴う増

235 △237
+91

投資有価証券

減損損失による影響+169
投資有価証券

売却益増+104
14/04期 通期 15/04期 通期
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通期業績サマリ BS(抜粋)
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連結業績サマリBS（資産の部）の推移

（単位:百万円）

現預⾦：46 7％増流動資産 負債 現預⾦：46.7％増
のれん：22.7%減流動資産

12,596
現預⾦
6,983

8,669

負債
10 245

れん 減
純資産 : 64.3％増

10,030
現預⾦
4,761

純資産

10,245

固定資産
6,701

固定資産
6,726純資産

6 486

純資産
10,654

のれん
2,242

のれん
2,900

（⾃⼰資本⽐率
36.1%）

（⾃⼰資本⽐率
50.9%）

6,486

14/04期 期末 15/04期 期末

36.1%） 50.9%）
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ネットキャッシュ推移

3 082

（単位:百万円）

＋3,082

△435
＋54

△1,351△1,318

14/04期 期末 15/04期 1Q 15/04期 2Q 15/04期 3Q 15/04期 期末

CCCとの提携により、前四半期⽐30億円増
15
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フリービットグループの事業

S t I f 提供事業

次世代イ タ ネ ト

Smart Infra 提供事業

次世代インターネット・
ユビキタスインフラ

アドテクノロジーインフラ B2C その他
クラウドコンピューティング

インフラ

(DTI) その他

ブロードバンドインフラ

インフラ

ブロードバンドインフラ
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BBインフラ 前期⽐
（単位:百万円）

セグメント利益差異理由

売上⾼
セグメント利益

8,882 セグメント利益差異理由

マンションISP
ローミング回線数減

による利益減 その他

8,882

+14 4%

売上増により利益増

△7
△79

1,161
+254

+105
7,765

773

1,161 
+14.4%

MVNO Pack導⼊

NWコスト削減に
よる利益改善773 +115

773 MVNO Pack導⼊
による利益増

+50.2%
14/04期 通期 15/04期 通期

BBインフラはMVNO Packの導⼊が順調に進み

14/04期 通期 15/04期 通期

BBインフラはMVNO Packの導⼊が順調に進み、
NWコスト削減効果も寄与
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BBインフラ 主要事業売上⾼推移

モバイル マンションISP 固定網

14期4Q 15期1Q 15期2Q 15期3Q 15期4Q

モバイルは前年第4四半期⽐+130 7％ 前四半期⽐+23 2％と順調に拡⼤モバイルは前年第4四半期⽐+130.7％、前四半期⽐+23.2％と順調に拡⼤
マンション・固定網も堅調に推移
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BBインフラ アカウント数推移

固定回線 モバイル固定回線 モバイル

6 %
代理店販売型

+6.5% ⾃社サービス

+125 8％+125.8％

14/04期 期末 15/04期 期末 14/04期 期末 15/04期 期末

ハイブリッド
モバイル

固定回線はマンションISPの増加により純増

/ /

固定回線はマンションISPの増加により純増
モバイルはMVNO Packが順調に推移し、アカウント数は⼤幅に増加
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集合住宅向けISP導⼊実績

140,000

単位：⼾数
100,829

61,291

28,246 33,032
40,017

28,246

(⽬標)
11/03期 12/03期 13/03期 14/03期 15/03期 16/03期末

⼤⼿住宅総合メーカーとの提携等により、来期14万⼾導⼊を⽬指す
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フリービットグループの事業

S t I f 提供事業

次世代イ タ ネ ト

Smart Infra 提供事業

次世代インターネット・
ユビキタスインフラ

アドテクノロジーインフラ B2C
(DTI) その他(DTI) その他

クラウドコンピューティング
インフラ

ブロードバンドインフラ

インフラ
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CCインフラ 前期⽐ （単位:百万円）

セグメント損益差異理由
VDC売上⾼

売上⾼
セグメント利益

売上⾼

+186 △68
その他

集合住宅減等

2 0352,216

CCインフラ全体
△8.2%

△85
BI のデータセンタ

2,035

119
のデ タ ンタ

事業の利益改善VDC
+3.2%

+56

+45
稼働の効率化による
共通費配賦額の減少

+119VDC
706

VDC
684

/ 期 通期

△15

14/04期 通期
VDC/VPS稼働増に

よる利益増 15/04期 通期
△15 ＋135百万円

/ 期 通期14/04期 通期

レガシーインフラは減少するものの

15/04期 通期

レガシ インフラは減少するものの
コスト構造の⾒直し及び、体制⾯の整備が完了し⿊字化を達成
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CCインフラ事業概況-VDCの進捗
VDC利⽤顧客(⼀部)

ショット
ランニング

2014年5⽉ 2014年6⽉ 2014年7⽉ 2014年8⽉ 2014年9⽉ 2014年10⽉ 2014年11⽉ 2014年12⽉ 2015年1⽉ 2015年2⽉ 2015年3⽉ 2015年4⽉

ターゲットを絞った営業施策により、継続売上が順調に増加
24



特許技術「Emotion Link」を⽤いた
ビVPNサービスの⼤型案件の提供を開始

企業の情報セキュリティ対策に最適なSDNソリューションの⼤型
案件の提供を４⽉より開始。東名阪地域への導⼊を⽪切りに、

今後全国展開を⾒据えてさらなるエリア拡⼤予定
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フリ ビット初となる法⼈向けS S型クラウドサ ビス
5/25発表

フリービット初となる法⼈向けSaaS型クラウドサービス
フリービットクラウド
File Server & Security の提供開始File Server & Security(Powered by VDC) の提供開始

業務の効率化と⾼度なセキュリティを両⽴させたいという企業の要望を満たす
サービスとして、幅広い業界から、多数の引き合いを獲得。
拡張性の⾼さと導⼊/設定の容易さを兼ね備えたサ ビスで 既に医療業界関連

注 営

拡張性の⾼さと導⼊/設定の容易さを兼ね備えたサービスで、既に医療業界関連
企業やSier(システムインテグレーター）に提供を開始。

〜さらなる受注案件の獲得に向け営業体制を強化〜
26



フリービットグループの事業

S t I f 提供事業

次世代イ タ ネ ト

Smart Infra 提供事業

次世代インターネット・
ユビキタスインフラ

アドテクノロジーインフラ
そ 他B2C

クラウドコンピューティング
インフラ

その他B2C
(DTI)

ブロードバンドインフラ

インフラ
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B2C(DTI) 前期⽐
（単位:百万円）

セグメント利益差異理由
△10.4%

セグメント利益差異理由

クラウド系
サービス増加

モバイル
サービス増加 固定網減等

5,062
4,536

△304
845 +71

+22 +52
サ ビス増加

中期経営計画での
戦略的投資

(freebit mobile含む)△75.8%
686

△482
DTIの営業権償却
終了による費⽤減

△75.8%

204

845
204

14/04期 通期 15/04期 通期

20414/04期 通期 15/04期 通期

売上⾼
セグメント利益

重点戦略であるモバイル事業は順調に推移しているが、
固定網のインセンティブの減収により売上⾼は前年同期⽐10.4%減

fbmについては、第４QからCCCとの合弁会社トーンモバイルへの事業移管を実施
28



DTIアカウント数推移

クラウドサービスモバイル固定回線 クラウドサ ビスモバイル固定回線

△9%
代理店販売 ⾃社サービス

△9%

+44 2%
+5.5%

+44.2%
ADSL/DUP

減少

ハイブリッド

f bi bil アカウント数を含む

ハイブリッド
モバイル

14/03期 期末 15/03期 期末14/03期 期末 15/03期 期末14/03期 期末 15/03期 期末

固定網からモバイルへのシフトにより、独⾃NWで提供しているモバイルが増加

freebit mobileのアカウント数を含む

上記に伴うServersMan050ユーザやVPSユーザ等も増加
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フリービットグループの事業ットグ 事業

S t I f 提供事業

次世代イ タ ネ ト

Smart Infra 提供事業

次世代インターネット・
ユビキタスインフラ

B2C そ 他
アドテクノロジーインフラ

B2C
(DTI) その他

クラウドコンピューティング
インフラ

ブロードバンドインフラ

インフラ
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ATインフラ 前年同期⽐
（単位:百万円）

セグメント利益差異理由＋13.2％
EC事業除く

7,438
8,071

不採算EC事業撤退
による収益改善 その他

EC

△162+63

売上増加に
よる粗利増

EC
308 +12

545 +126 584

545
584 前期貸倒引当⾦の戻⼊れ及び

＋7.0%

545 ⼈材拡充による費⽤増等

14/04期 通期 15/04期 通期
14/04期 通期 15/04期 通期

売上⾼

アドテクノロジー化への転換が順調に進んだ結果 増収増益に

セグメント利益

アドテクノロジ 化への転換が順調に進んだ結果、増収増益に

31

アドネットワーク事業の進捗
アドネットワーク事業の売上推移

（単位：百万円） 63.0億円※（単位：百万円）

6,000 
53.6億円※

4,000 

5,000 

3,000 

1,000

2,000 

0 

1,000 

FY2007 FY2008 FY2009 FY2010 FY2011 FY2012 FY2013 FY2014 FY2015

アドネットワーク事業は、前期⽐17.5％増、通期での⼤幅増収を達成
収益性が⾼く今後 成 領域 あ ドネ ト ク事業 拡⼤を 指す収益性が⾼く今後の成⻑領域であるアドネットワーク事業の更なる拡⼤を⽬指す

※：売上データはグループ間消去前の数値
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フリービットグループの事業

S t I f 提供事業

次世代イ タ ネ ト

Smart Infra 提供事業

次世代インターネット・
ユビキタスインフラ

アドテクノロジーインフラ
B2C そ 他

クラウドコンピューティング
インフラ

B2C
(DTI) その他

ブロードバンドインフラ

インフラ

33

次世代インターネット・ユビキタスインフラ/
その他事業 前年同期⽐その他事業 前年同期⽐ （単位:百万円)

次ユ
売上⾼ セグメント利益

売上⾼ ：6.1%減
セグメント損益：8.6百万円改善

次
世
代
イ
ン

ユ
ビ
キ
タ
ス

35 33

△230 △221 セグメント損益：8.6百万円改善

モバイル端末の開発コストを
当セグメントで計上

ン
タ
ー
ネ
ッ

ス
イ
ン
フ
ラ

△230 △221

当セグメントで計上
※モバイル端末の売上はB2Cセグメントに計上

ッ
ト
・

ラ

14/04期 通期 15/04期 通期

売上⾼ ：37.1%減
238 売上⾼ セグメント利益

売上⾼ ：37.1%減
セグメント損益：ほぼ横ばいそ

の
他

149

SI事業の縮⼩により、売上減も
不採算事業撤退により利益率改善

他
5 5

14/04期 通期 15/04期 通期

34



2015年4⽉期 セグメント別業績総括
売上⾼

前年同期⽐
営業利益

前年同期⽐ セグメント別業績総括

ブロードバンド
インフラ +14.4% +50.2%

•固定網減少傾向は収束に向かう。モバイルへのシフトへの注⼒が進
み、MVNO Packの売上および利益が拡⼤

•GPと⼤⼿住宅総合メーカーとの提携によるマンションインターインフラ 50 住 総 提携 マ タ
ネットサービスは引き続き順調に推移

•第２弾投資を実⾏するも、固定網NWコストの削減効果継続

+3.２% •レガシ サ ビスからクラウドサ ビスへのシフトにより 利益クラウドコン
ピューティング

インフラ

※VDCの売上 +135
百万円

•レガシーサービスからクラウドサービスへのシフトにより、利益
改善が進んだ結果、⿊字化

•VDCは⼤型ユーザの稼働が順調に推移
•⼤型のVPNサービスの提供開始。16/04期業績に寄与

△8.2%
※CCインフラ全体

B2C △10.4% △75.8%
• ServersMan SIM LTE及びfreebit mobileの売上は堅調に推移

するも、固定網のインセンティブ収⼊の減収により前期割れ
• freebit mobileは第４QよりCCCとの合弁会社に事業を移管

アドテクノロジ
+13.2%
※EC事業除く アドテクノロジ 領域における差別化したサ ビス の転換及び 不アドテクノロジー

インフラ
※EC事業除く

+7.0% •アドテクノロジー領域における差別化したサービスへの転換及び、不
採算EC事業撤退による利益改善の結果、通期で増収増益を達成+8.5%

※ATインフラ全体
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本⽇のアジェンダ

１．2015年4⽉期 連結業績

２ 2015年4⽉期 セグメント別業績２．2015年4⽉期 セグメント別業績

３．2016年4⽉期 業績予想
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2016年4⽉期 フリービットグループ体制

フリ ビ ト株式会社 ⽯⽥ 宏樹フリービット株式会社
・事業持株会社としてのグループ管理
・R&D(特許技術開発)
・特許技術/インフラ運⽤

代表取締役会⻑ ⽯⽥ 宏樹
代表取締役社⻑ ⽥中 伸明

取締役 清⽔ ⾼

新規事業への
事業投資会社

マンションISP
事業

コンシューマ向け
スマートフォン
キャリア事業

満⾜度No.1
プロバイダ

アドテクノロジー
事業

主要連結⼦会社 持分法適⽤会社

取締役会⻑
⽥中 伸明

代表取締役社⻑
清⽔ ⾼

取締役会⻑
⽥中 伸明

代表取締役社⻑
⽥中 伸明

取締役会⻑
増⽥宗昭⽥中 伸明

代表取締役社⻑
友松 功⼀

清⽔ ⾼ ⽥中 伸明
代表取締役社⻑
梁瀬 泰孝

⽥中 伸明 増⽥宗昭
代表取締役社⻑ CEO

⽯⽥宏樹
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友松 功 梁瀬 泰孝
（新任）

⽯⽥宏樹

2016年4⽉期 グループ基本⽅針

注⼒領域の深耕によるマーケットシェア拡⼤

注⼒領域 ⽅ 針 対象会社

市場 ト プシ を⽬指す
モバイル

MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す
⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
訪⽇インバウンド市場への進出
IoT領域での継続課⾦ビジネスモデルの創出

テクノロジーの活⽤によるマーケティング展開
アド

テクノロジー

テクノロジーの活⽤によるマーケティング展開
独⾃プラットフォームの加速展開
訪⽇インバウンド市場でのビジネス拡⼤

ビCCCとFBとの資本・業務提携を活⽤した新たなビジネスの創出

住まいを核とした新たな価値創造
⽣ 活

住まいを核とした新たな価値創造
センサー及び通信インフラを活⽤した新サービスの推進
⽣活⾰命領域へのシード投資の推進
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針

注⼒領域の深耕によるマーケットシェア拡⼤

注⼒領域 ⽅ 針 対象会社

市場 ト プシ を⽬指す
モバイル

MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す
⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
訪⽇インバウンド市場への進出
IoT領域での継続課⾦ビジネスモデルの創出

テクノロジーの活⽤によるマーケティング展開
アド

テクノロジー

テクノロジーの活⽤によるマーケティング展開
独⾃プラットフォームの加速展開
訪⽇インバウンド市場でのビジネス拡⼤

ビCCCとFBとの資本・業務提携を活⽤した新たなビジネスの創出

住まいを核とした新たな価値創造
⽣ 活

住まいを核とした新たな価値創造
センサー及び通信インフラを活⽤した新サービスの推進
⽣活⾰命領域へのシード投資の推進
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）
MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す

MNO /他事業者
※申し⼊れ予定

NTTドコモ
※申し⼊れ予定

MVNE

MVNO MVNO各社

トーンモバイル、U-NEXT社をはじめ、⼤⼿MVNO事業者への回線ト ンモバイル、U NEXT社をはじめ、⼤⼿MVNO事業者 の回線
・ネットワーク・ハードウェアの提供により、業界TOPを⽬指す
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）
MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す

サーバ仮想化技術 イ
事業者

＜提供先＞

ネットワーク仮想化技術
Emotion Link

ServersMan
⾼
速
な

ク
ラ
ウ

顧
客
管

顧
客
サ

ハ
Ⅰ
ド

ン
タ
Ⅰ
ネ

IoT事業者

MVNO事業者

機 技

帯域制御のシステム
Service Control Engine

な
ネ
ッ
ト
ワ

ウ
ド
サ
Ⅰ
ビ

管
理
シ
ス
テ

サ
ポ
Ⅰ
ト
体

ウ
ェ
ア
企

ネ
ッ
ト
マ
Ⅰ

MVNO事業者

ISP事業者

ユーザ認証のシステム
Radius

IP電話や機器を認証する技術
IPv6 SIP

ワ
I
ク

ビ
ス

テ
ム

体
制

企
画
開
発

ケ
テ
ィ
ン コンテンツ事業者

ISP事業者

Radius ン
グ

ンテンツ事業者

ビルディングブロック⽅式で、回線・ネットワーク・クラウドサービス・ハ
ードウェア・顧客サポートまでをワンストップで提供する

41

ドウ ア 顧客サポ トまでをワンストップで提供する
モバイルソリューションサービスの拡充

2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）

帯域幅推移 1 7
MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す

freebit MVNO Pack 帯域幅推移
「freebit MVNO Pack 」導⼊

約1.7倍

東芝(M2Mソリューション)

他、通信事業者系等の導⼊により、
利⽤者数拡⼤

前年第4四半期⽐

約4.6倍約4.6倍

前年第4四半期⽐約4.6倍、16/04期第1四半期は対前四半期⽐約1.7倍の⾒込み
42



2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）

⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
2/18発表

MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す

2/18発表

モバイル領域で今後100万 ザ の獲得を⽬指す上でのモバイル領域で今後100万ユーザーの獲得を⽬指す上での
企画・営業⼒を強化
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）

2/18発表⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す

2/18発表

トーンモバイルという⼤規模なMVNOに対し、回線・
ネットワーク・ハードウェアを独占提供。MVNE事業を⼤幅拡⼤
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）

⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す

TSUTAYAリアル店舗における
モバイル新ブランド「TONE bil 」モバイル新ブランド「TONE mobile」
スタート

MORIOKA TSUTAYA 天神駅前
O O

TSUTAYA（5/27〜)
TSUTAYA あべの橋店
（6/12〜)

TSUTAYA 天神駅前
福岡ビル店（6/9〜)

・SHIBUYA TSUTAYA (5/5 〜）

)

(
・TSUTAYA 桜新町店(5/15 〜）
・TSUTAYA 中⽬⿊店(5/21〜）

7⽉末までに12店舗拡⼤、順次全国へ拡⼤
45

2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）

SHIBUYA TSUTAYA TONEストアOPEN⾵景⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）

⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す

TONE=Tのスマホ
Tポイントとの連携によるポイント付与

連携 よ キTSUTAYAとの連携によるキャンペーン展開
⾳楽サービスMUSICOやTSUTAYAでのレン
タル割引等 順次サ ビスの拡⼤タル割引等、順次サービスの拡⼤

47

CCCグループとの提携効果によるサービスの拡⼤を推進

2016年4⽉期 グループ基本⽅針（モバイル）

訪⽇インバウンド市場への進出

MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す
訪⽇インバウンド市場への進出

2,000 

他

（単位：万⼈）

1 400

1,600 

1,800 その他

台湾

⾹港

「訪⽇インバウンド市場」
2013年の訪⽇外国⼈旅⾏者数は、過去最多の1,036万⼈
（*約430万⼈が中国関連）

1,000 

1,200 

1,400 
中国

（ 約430万⼈が中国関連）、
観光庁は、2020年までに2,000万⼈の訪⽇旅⾏者を⽬指す。

600 

800 

200 

400 

中国ビジネスパートナーとの協業による

0 

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2020

中国ビジネスパートナーとの協業による
訪⽇外国⼈旅⾏者へのSIM販売事業を開始
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針

注⼒領域の深耕によるマーケットシェア拡⼤

注⼒領域 ⽅ 針 対象会社

市場 ト プシ を⽬指す
モバイル

MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す
⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
訪⽇インバウンド市場への進出
IoT領域での継続課⾦ビジネスモデルの創出

テクノロジーの活⽤によるマーケティング展開
アド

テクノロジー

テクノロジーの活⽤によるマーケティング展開
独⾃プラットフォームの加速展開
訪⽇インバウンド市場でのビジネス拡⼤

ビCCCとFBとの資本・業務提携を活⽤した新たなビジネスの創出

住まいを核とした新たな価値創造
⽣ 活

住まいを核とした新たな価値創造
センサー及び通信インフラを活⽤した新サービスの推進
⽣活⾰命領域へのシード投資の推進
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針（アドテク）

独⾃プラットフォームの加速展開

テクノロジーの活⽤による新マーケティング展開
独⾃プラットフォ ムの加速展開

外部との連携強化によるデ タマネジメントを軸とした外部との連携強化によるデータマネジメントを軸とした
幅広い広告ソリューションを提供
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針（アドテク）

訪⽇インバウンド市場でのビジネス拡⼤

テクノロジーの活⽤による新マーケティング展開
訪⽇インバウンド市場でのビジネス拡⼤

中 国 ⽇ 本

潜在層 訪⽇予定層 訪⽇観光客

中 国

フリーペーパー越境
O2O PR

iQIYI
動画 PR

越境
O2O PR商

ネイティブ
News

訪⽇
アプリ

商
材

提
携

訪⽇観光客にさまざまなタッチポイントでアプロ チし訪⽇観光客にさまざまなタッチポイントでアプローチし、
網羅的な広告ソリューションを展開

51

2016年4⽉期 グループ基本⽅針（アドテク）

CCCとFBとの資本・業務提携を活⽤した新たなビジネスの創出

テクノロジーの活⽤による新マーケティング展開

CCCとFBとの資本・業務提携を活⽤した新たなビジネスの創出

プリインストール型アプリとして、
端末に搭載

第１弾は FS社の提供する情報サ ビス「AliKE」とト ンモバイルが提供するスマ

「Alike」は、⽇本最⼤級の店舗情報（約100万件超）を 保有する「ライフスタイルクリップサイト」

第１弾は、 FS社の提供する情報サービス「AliKE」とトーンモバイルが提供するスマ
ートフォン端末「TONE」のプリインストール型アプリとの連携

52



2016年4⽉期 グループ基本⽅針

注⼒領域の深耕によるマーケットシェア拡⼤

注⼒領域 ⽅ 針 対象会社

市場 ト プシ を⽬指す
モバイル

MVNE＆MVNO市場でのトップシェアを⽬指す
⼤規模MVNOへの帯域卸によるシェア確保
訪⽇インバウンド市場への進出
IoT領域での継続課⾦ビジネスモデルの創出

テクノロジーの活⽤によるマーケティング展開
アド

テクノロジー

テクノロジーの活⽤によるマーケティング展開
独⾃プラットフォームの加速展開
訪⽇インバウンド市場でのビジネス拡⼤

ビCCCとFBとの資本・業務提携を活⽤した新たなビジネスの創出

住まいを核とした新たな価値創造
⽣ 活

住まいを核とした新たな価値創造
センサー及び通信インフラを活⽤した新サービスの推進
⽣活⾰命領域へのシード投資の推進
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2016年4⽉期 グループ基本⽅針（⽣活）
住まいを核とした新たな価値創造

センサー及び通信インフラを活⽤した新サービスの推進

住まい

センサ 及び通信インフラを活⽤した新サ ビスの推進

❏訪問医療/⻭科

⽣活⽀援
❏コミュニティサービス

医療
❏防犯/セキュリティ
❏地域情報/連携ポータル
❏お知らせ配信
❏コンテンツ配信 ❏訪問医療/⻭科

❏薬調剤/配達/管理
❏地域医療連携
❏健康管理インターネット＋居住空間

ミュ ティサ ビス
❏お買物代⾏
❏タクシー⼿配
❏家事⽀援

ツ配信
❏動画配信

新たなプラットフォームの創出
介護

スマートハウス
❏ホ ムオ トメ シ ン

新たな価値の創造 ❏訪問介護・安否確認
❏デイサービス・配⾷

❏緊急駆付け・⽣活相談

介護❏ホームオートメーション
❏情報家電
❏スマートグリッド
❏HEMS
❏未来住宅 ❏緊急駆付け ⽣活相談❏未来住宅

住まいを核とする様々なサービスの共通基盤を創出することで新たな価値を創造
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2016年４⽉期 業績予想2016年４⽉期 業績予想
(単位:百万円)

15/4期実績 16/4期予想 前期⽐

売 上 21,469 27,000 125.8%

営業利益 1,244 1,500 120.5％

経常利益 982 1 000 101 8%経常利益 982 1,000 101.8%

当期純利益 1,025 200 19.5%

1株当たり純利益 51円40銭 8円87銭

55

2016年4⽉期業績予想内訳（売上）

内 訳 15/04期 16/04期 増 減

(単位:百万円)

内 訳 15/04期 16/04期 増 減

ブロードバンド事業
（マンションインターネット） 2,178 ２,726 +548（マンションインターネット）

モバイル事業
（MVNE） 1,452 3,532 ＋2,080（MVNE）

モバイル事業
（ハードウェア） 0 1,414 +1,414（ハ ドウェア）

アドテクノロジー事業 7,867 10,070 +2,203

成⻑基調であるモバイル／アドテクノロジー／
マンションインターネットのへの注⼒
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2016年4⽉期 注⼒事業への戦略的投資

モバイル事業／アドテクノロジー事業への戦略的投資を実⾏モバイル事業／アドテクノロジ 事業への戦略的投資を実⾏

(単位:百万円)

投資分野 項 ⽬ 計 画

(単位:百万円)

NW関連
モバイル 事業成⻑を視野に⼊れた設備増強及び各

種ライセンス取得ならびにシステム構築 370
NW関連

固定網 トラフィック増に応じた品質改善に向
け、ネットワーク増強 210

アドテクノロジー関連 DSPをはじめとするアドテクノロジー関
連商材の継続開発 75連商材の継続開発
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セグメント変更について

旧セグメント 新セグメント

ブロードバンドインフラ

新セグメント

ブロードバンド
事業

•ISP/集合住宅/個⼈向け固定回
線インターネット接続事業

クラウドコンピューティング
インフラ

事業 線インターネット接続事業

モバイル事業 •通信事業者/個⼈向け移動通信
事業（MVNE)

アドテクノロジーインフラ

次世代インターネット

事業（MVNE)

アドテクノロジー
事業

•インターネットマーケティン
グ関連事業次世代インタ ネット

ユビキタスインフラ

Ｂ２Ｃ
クラウド事業

•法⼈向け仮想データセンタ事業
•法⼈/個⼈向けクラウドサービ
ス事業

その他

ス事業

その他 •SI事業他

今後の注⼒事業の動向について明確化することを⽬的とした新セグメントに変更
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2016年４⽉期 セグメント別業績⽬標

セグメント名 16/4期 （百万円）
売 上 セグメント利益

ブロードバンド事業 9,675 1,367
モバイル事業 5,273 44

アドテクノロジ 事業 10 305 850アドテクノロジー事業 10,305 850
クラウド事業 1,891 6

その他 102 △149

クラウド
その他

その他 102 △149

セグメント別年次推移

アドテクノ

アドテクノ

ロジー
クラウド クラウド

ド ク

アドテクノ

ロジー
クラウド

クラウド
その他

その他
セグメント利益売 上

ブロ ドバ

モバイル
モバイル

アドテクノ

ロジー
アドテクノ

ロジー

モバイル
モバイル

アドテクノ

ロジー

アドテクノ

ロジー

ロジ

クラウド
その他

ブロードバ

ンド
ブロードバ

ンド
ブロードバ

ンド
ブロードバ

ンド

ブロードバ

ンド

ブロードバ

ンド

モバイル

モバイル その他 その他

15/4期 16/4期 17/4期（想定）15/4期 16/4期 17/4期（想定）
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フリービットグループ業績推移フリ ビットグル プ業績推移
(単位:百万円)

3,000

35,000

40,000

売上 営業利益

27,000
2,000

30,000

,

20,660 20,665 21,469
,

20,000

25,000

1,320 1,244
1,500

1,000

10 000

15,000

935
5,000

10,000

00

13/04期 14/04期 15/04期 16/04期 17/04期
(連結開⽰予算) (想定)
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※ すべてのブランド 製品名 会社名 商標 サービスマークは各社に権利が帰属します※ すべてのブランド、製品名、会社名、商標、サービスマークは各社に権利が帰属します。

※ 「BBインフラ 前年同期⽐」「CCインフラ 前年同期⽐」「ATインフラ 前年同期⽐」スライ
当連結会計年度 報告 グ 別 経営成績 適切 映ドにおいて、当連結会計年度より、報告セグメント別の経営成績をより適切に反映させる

ため、ブロードバンドインフラ、クラウドコンピューティングインフラ及びアドテクノロ
ジーインフラに関する⼀部の費⽤の配賦⽅法を各セグメントの事業実態にあった合理的なジ インフラに関する 部の費⽤の配賦⽅法を各セグメントの事業実態にあった合理的な
基準に基づき配賦する⽅法に変更しております。なお、前連結会計年度のセグメント情報
は、当連結会計年度の配賦⽅法に基づき作成したものを開⽰しております。
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